
らないと思っていた」。さらに
7フレのストライクでターキー
とし、勝負を振り出しに戻し
た。

アベレージで200を上回っ
たのが4名だけという難コン
ディションで行われた今大会。
とくに決勝ステップラダーは、
「ミディアムオイルで行われた
最終日の準決勝は、例年よりも
インサイドからスタートしてい
る選手が多かった。だからそこ
が削れて、どんどん中に入らな
いといけない状況になった」と
振り返った永野。その永野が、
予選の14位からまくって2年
連続のトップシードを獲得。3
位通過の川添奨太が4位決定
戦、3位決定戦を勝ち抜いて、
永野への挑戦権を手にした。

昨年のプロボウリング男子最終戦『第53回全日本プロボウリング選手権大
会』（2019年11月29日～12月1日・新狭山グランドボウル）は、2連覇を
目指す永野すばる（40期・相模原パークレーンズ）と、優勝に逆転での3冠
（ポイント・アベレージ・賞金）がかかる川添奨太（49期・東名ボール）によ
る、技術の粋を尽くした死闘だった。その闘いを、二人の証言で振り返って
みる。

序盤の流れは川添に ここというのが、見つけられな
いまま、再決定戦に入っていっ
た」と永野。
「優勝決定戦の終盤でレーン
をしっかりつかめていたので、
正直自信を持って入れた」と、
1フレからターキーで絶好のス
タートを切った川添に対し、永
野は2フレ「ちゃんとラインが
わかっていないので、縮こまっ
て思い切って出しにいけなかっ
た」と、ビッグフォーでオープ
ンを作る。「川添プロが優勝決
定戦の終盤に、手前をロフトで
飛ばしてラインが出ていたの
で、やばいなと思っていたけ
ど、頭からバシッとこられて、
プレッシャーを感じていた」
「序盤でリードを奪って逃げ
切るのが自分の勝ちパターン。
簡単にストライクが続くレーン
ではないし、流れはこちらにあ
ると感じていた」川添だが、勝
負は一筋縄ではいかない。
「4フレは、ポケットに入れ
るだけのボウリングをしてし
まった。ストライクを狙いにい
くのではなく、守りに入った一
投」。その心の迷いが5フレの
投球にも影響したか、真ん中に
入ってビッグフォー。「そんな
に感触は悪くなかったけど、4
フレの入りが甘かったので、
しっかり投げようとしすぎた感
じはあった。またこのあたりか
ら、左レーンのオイルがどんど
ん無くなってきていた」
5フレにストライクを持って
きた永野は、苦しんでいる左
レーンの6フレを投球する前
に、リセットボタンを押して間
を取った。「気持ちを落ち着か
せるためと、ちょっと考える時
間が欲しかった。確信を持って
投げたわけではないけど、スト
ライクになってうれしかった。
このレーンだから、プレッ
シャーをかけられればまだわか

のボールじゃないと後ろ
のピンが倒れない。でも
1投目のボールだと2本
になる可能性がある。そ
うなると1ピンビハイン
ドで10フレなので、ここ
は3本取る方法を考えた。
10フレは永野プロが左
レーンで、合わせるのが
難しいだろうなと思った
し、自分は右レーンで、
思ったところに落とせれ
ばストライクになる確率
が高いという読みもあっ
た。スペアボールで、後
ろが倒れてくれたらラッ
キーぐらいの気持ちで投
げた」2投目は、予想どお
り⑨番ピンを食わずに
オープン。168:168の同ピン
で10フレ勝負となった。
先投げの永野は「プレッ

シャーをかけたいところだけ
ど、いかんせんラインがわかっ
ていなかった。ちょっと力んで
内ミスをしてしまった」。それ
を見ての川添の1投目は会心の
ストライク。ダブれば決まりの
2投目は、「4フレと同じよう
に、ポケットに入れにいって、

フォームが硬くなっ
た分、⑩ピンが飛んで
くれなかった。でも
自分のなかではオー
ケーだった」
ストライクならプ

レーオフの可能性も
ある永野の最後の1
投は「1投目の内ミス
を繰り返さないよう
にと思ったけど、リ
リースが甘くなって
薄め。ボウリングあ
るあるってやつです。
それにしても最後ま
でレーンをつかめな
かった」と、6本カウ
ントに終わり、この

▲隣のレーンからガターを飛び越すような究極
　のアングルの投球も「アメリカに挑戦してき
　た成果の一つ」と川添

▲同ピンで迎えた10フレだったが、はっき
　りと明暗が分かれた

●再優勝決定戦

川添 　奨太

永野 すばる
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優勝決定戦は、川添が7フレ
からのフォースで201:172と
制して再優勝決定戦に持ち込
んだ。
「自分の戦略としては、ロフ
トをしないでストロークで行か
せてポケットを突こうと思って
いた。でも4位決定戦、3位決
定戦の間に思った以上に球が
行かなくなっていた。途中でラ
インを変えたり、違うボールも
試したけど、結局このボールで

同ピンで10フレ勝負へ
8フレをともにスペアのあ

と、永野の9フレは「中途半端
になるより思い切って飛ばしに
いったら、飛びすぎてスピード
が乗らずに裏にいってしまっ
た」と①③⑨を残す7本カウン
ト。一方の川添も、「ここでス
トライクを持ってくれば、カウ
ントでもかなり有利になるとい
う思いが力みになって、そのせ
いでボールが行かなかったと
思う」と、③⑥⑨⑩を残す。
「①③⑨を取るにはポケット
を狙わないといけない。でもポ
ケットに入れるアングルがわ
かっていなくて苦しんでいる状
況で、どうやって取ろうかと悩
んだ結果、スペアボールでまっ
すぐ狙ったけど…」①番ピンは
かすめただけでオープン。ここ
で負けを覚悟した永野だが、川
添もやっかいなピンを残してい
た。
「スペアを取るには、1投目

時点で勝負は決した。
●永野の回顧
言い訳になるけど、準決勝用

に曇らせたボールを、もう一度
ポリッシュできる状況にあれ
ば、もう少しいい戦いができた
と思うので、ちょっと悔いが残
ります。でも9フレのお互いの
スペアミスのとき、お客さんか
ら拍手が起きたんです。初めて
の経験だったけど、コンディ
ションの難しさを理解しても
らっていると思って、勝ち負け
は別にしてうれしかったです
ね。
●川添の回顧
目一杯インサイドに入って、
手前を飛ばして投げるような
ボウリングを、アメリカに挑戦
する前にできたかというと、正
直できなかったと思います。た
だＰＢＡツアーでの優勝を目標
に掲げている以上は、このレー
ンで彼らが投げたらと想像す
ると、まだまだ足りない部分が
多い。とくにこういう難しいコ
ンディションになったときの、
メンタルの未熟さを思い知ら
されたゲームでした。

▲「再優勝決定戦は、終始レーンが
　わからなくて、パニック状態の中
　での投球だった」と永野
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二人の証言で振り返る激闘の轍
プレイバッ
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VS

第53回全日本プロボウリング選手権
わだち


